




























































































































































































に収録されており︑構想されたのがそれより前であることは確かである︒一方︑ ﹁サヨンの鐘﹂物語 ﹃理蕃の友﹄で紹介され始めたのは一九四 年に入ってから︑村上元三の戯曲﹁サヨン 鐘﹂




























の真杉の﹁奇妙な﹂行状を描いたのが火野葦平の﹁淋しきヨーロッパの女王﹂であり︑火野は﹁英語が上手でも流暢でもない﹂のに︑﹁もの怖ぢせず誰とでも進んで語る勇敢さ﹂で英米の人々とコミュニケーションを取り合い︑キモノ姿で踊る真杉像を記録している︒火野の筆致による真杉像は︑限りなくパンパンに近い だが︑問題は真杉自身というよりも征服者に思い通りにされる同胞女性を屈辱的な気持で見つめる火野の視線である︒火野と真杉が最初に出会ったの 戦中 ﹁台湾講演旅行 あり︑一連の従軍小説で一世を風靡した火野はその時真杉に助言を与えたと言う︒真杉も﹃ことづけ﹄所収の﹁広東春日記﹂において︑全盛期の火野の姿を記録している
（
1）︒まさに呉の言う﹁日本帝国の崩壊とアメリカ覇権
の君臨﹂という問題は︑真杉だけではなく多くの日本文学 おける戦前／戦後を考える上で重要である︒
　以上のような様々な示唆に富む力作として︑本書が翻訳され日
本人研究者にも共有されること 強く望みたい︒注（
1）  
詳細は︑垂水千恵﹁台湾という身体の﹁再現﹂
︱︱
真杉静枝を書くと
いうこと﹂張季琳編﹃日本文学における台湾﹄台湾：中央研究院人文社会科学研究中心︑二〇一四年︑四一～六二頁参照のこと︒
